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1. はじめに 

 有明海沿岸低平地には，佐賀県土木選奨遺産の一つである旧海岸堤防がある．同堤防は，明治初期～中期

にかけて作られた有明干拓堤防の中でも最大規模の石積み堤防である 1)．筆者らの属する研究グループは，

同堤防中央の直下，法尻の直下および近接する自然地盤の調査結果の入手の機会に恵まれた．過去に当地に

おいて実施された活荷重等の外的荷重が地盤特性に及ぼす影響に関する研究を見渡すと，藤川ら 2)によるも

のが挙げられる．同研究によれば，国内外でも屈指のユニークな軟弱地盤地帯 3)であるにも関わらず，交通

荷重が地盤に及ぼす影響深さは 8m 以内などの興味深い結果が得られている．本報では，上述した地盤調査

結果群を用い，概略設計パラメーターを比較検討した結果について述べる． 

 

2. 地盤調査結果群の諸元 

 旧海岸堤防中央の直下，法尻の直下および近接する自然地盤に対し，30～50m級の地盤調査が実施された．

同地盤調査の内容は，オールコアサンプリング，標準貫入試験，三成分コーン貫入試験，シンウォールサン

プリングおよび室内土質試験からなる．シンウォールサンプリングの位置決定に際しては，事前のオールコ

アサンプリングによる地層区分の確認および三成分コーン貫入試験結果が参考に供されている．得られたシ

ンウォールサンプリング試料は筆者らの一部が提唱する方法 4)によって切り分けられ，所定の土質試験が実

施されている． 

 

3. 旧海岸堤防中央部および法尻の直下における概略設計パラメーター 

 図-1に，堤防中央の直下から得られた土性図を示す．この結果から，G.L.9m付近（堤防下端を G.L.0mと

した場合 G.L.4m 付近）を境に概略設

計パラメーターに関する一つの特徴が

浮かび上がる．すなわち，G.L.0m～

G.L.9m（堤防下端を G.L.0m とした場

合 G.L.0m～G.L.4m）の表層から下位

にかけて，自然含水比 w は液性限界

wLを下回り，湿潤密度 ρtは減少し，間

隙比 eは増加している．さらに，c=qu/2

（qu：一軸圧縮強さ）の関係からなる

非排水せん断強さ cには 2つの増加傾

向が認められる．圧密係数 cvの値の均

一性が高い，などである．他方，G.L.9m

以深（堤防下端を G.L.0m とした場合

G.L.4m以深）の結果については，当

地における既往の結果 4)に照らして

も有意な特徴は認められない． 

図-1 堤防中央の直下における土性図 
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図-2に，法尻の直下から得られた土

性図を示す． 

堤防下端の w が wLを下回っている

が，これ以深における両者の関係は

ほぼ一致している． 

ρt，e，cおよび cvの各分布は当地に

おける既往の結果 4)に照らしても有

意な特徴は認められない． 

 

4. 考察 

 旧海岸堤防による外的荷重が直下

の地盤に及ぼす影響範囲については，

図-1に示したように，堤防築造前の 

地表面（現在は G.L.5m付近）から 

以深の 4m（現在は G.L.9m） 

程度に収まっているように見受けられる．藤川らの研究 2)では交通荷重が地盤に及ぼす影響深さは 8m 以内

の結果が示されたが，当地の地盤は極めて軟弱にも関わらず浅い部分で外的荷重の地盤内の応力分散を収束

させる特徴が示唆される．図-2に示したように，G.L.20m以深に認められる各分布の折れには，有明粘土層

aAcの堆積当時の有明海水深の違いや近年の地下水揚水による影響などが考えられる
3)．また，Osterbergに

よる台形帯状荷重による増加応力の視点に照らせば，同調査地点は増加応力の十分な影響範囲と考えられる

が，この有意な傾向は認められない． 

 

5. おわりに 

 今後はさらに旧海岸堤防中央の直下，法尻の直下および近接する自然地盤の調査結果の解析を重ね，外的

荷重が直下の地盤に及ぼす影響の範囲を慎重に見極め，当地の土木建築技術に貢献する予定である． 
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図-2 堤防法尻における土性図 
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